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SDMデータウエアハウスの概念

ベンダー固有
データベース

SDM
データウエアハウス

アプリケーション層 データウエアハウス層 ビジネス
インテリジェンス層

ベンダー固有
データベース
ベンダー固有
データベース

ETL

どこにある？どこにある？ どれが正しい？ どこにある？
統一されて
分かりやすい

ベンダー変わって
も影響なし

SDM化



ベンダーフリーの考え方

カルテ
医事

部門システム

SDM
データウエアハウス

データベース
OS

アプリケーション
ベンダー・フリー

インフラ
ベンダー・フリー

構築・保守
ベンダー
フリー

SDMはカルテベン
ダーに依存しません

SDMはどのベンダーが構築
しても同じものが構築され、
別の会社が保守できます

SDMはどのDBで
も稼働するように
設計されています

SDMは可視化、分析ツール
も自由に選択できるように設

計を公開しています

ツール
ベンダー・フリー

マッピング
ETL

クレンジング
可視化
分析



SDMとは

意味を考慮したデータモデリング

Semantic Data Modeling

シンタックス＝文法
セマンティックス＝意味

校正＝文法のエラーを直すこと
校閲＝意味のエラーを直すこと

検体検査と病理検査は同列？

医療情報技師

診療情報管理士



セマンティックスに合ったテーブル構造

既存DWHの検体検査

血液検査
生化学検査
腫瘍マーカー
血清検査
尿・便検査
内分泌検査

SDMの検体検査

血液検査

生化学検査

腫瘍マーカー

血清検査

尿・便検査

細菌検査

病理検査

項目数が多すぎて、
CSV(EXCEL）のような
表現ができない
細菌検査、病理検査が入
らない

CSV（EXCEL)のような
表現ができるため、
特定の項目で簡単にグラ
フが描けるだけではなく、
複数の条件でフィルターが
かけられる

内分泌検査

一つのテーブルで縦並び

別々のテーブルで横並び



タグ型構造をCSV型へ変換

項目 結果

年日
2014/
9/26

血圧
収縮

140

血圧
拡張

90

体温 36.8

血糖
値

110

項目 結果

年日
2014/
9/27

体温 37.5

血中
酸素
濃度

98

年月
血圧
収縮期

血圧
拡張期

体温
血中酸素
濃度

血糖値

2014/
9/26

140 90 36.8 110

2014/
9/27

37.5 98

2014/
9/28

135 85 37.0 100

項目 結果

年日
2014/
9/28

血圧
収縮

140

血圧
拡張

90

体温 36.8

血糖
値

110

既存DWH：タグ型 SDM：CSV型

データの抽出と
並べ替えが必要

SDMはCSVとして
そのまま利用可能



クレンジングによる定義の共通化

•表記のゆれ
• 例： 検体検査の判定 ＋（＋） 異常 上 など → 変換して統一

•データ形式の違い
• 例： 体重 ６５．５Kg 体重 ３０００ｇ など → 単位の統一

• 例： 赤血球 4,700,000 個／μｌ 4.7 x10⁶ 個／μｌ

•定義のあいまいさ
• 例： 血圧 座位か臥位か？ → 姿勢を明記



モデリングにより、すべて関連付け可能

• 別々に記録されたデータを関連付けること
ができます
• 医事系とカルテ系→収入にかかった時間
• 病名と処方の関係
• 処方と経過記録
• 治療と検査

• どの単位でも集計することができます
• 患者、医師、医療従事者、診療科、病棟、

病名、材料、診療行為、治療方法、相対
日数、薬剤など

• 個人情報を保護することができます
• 個人情報は一つの保護されたテーブルに集

約されているため、漏洩リスクを最小化でき
ます



SDMテーブル一覧



SDMテーブル共通項目



SDMテーブル例（内分泌検査の一部）

固定項目例
定義の違いを表現

可変項目例
カンマで連結して
１カラムに集約



SDM（臨床情報）のテーブル一覧

検査系テーブル（１２）
SDM_BLOOD（血液）
SDM_BIOCHEMICAL（生化学）
SDM_TUMOR_MARKER（腫瘍マーカー）
SDM_IMMUNITY_SERUM（免疫・血清）
SDM_HORMONE（内分泌・ホルモン）
SDM_URINE_EXCRETA（尿・便）
SDM_BACTERIA（細菌）
SDM_PATHOLOGY（病理）
SDM_PHYSICAL（生理）
SDM_RADIOLOGY（放射線）
SDM_RI（核医学）
SDM_ENDOSCOPE（内視鏡）

治療系テーブル（１０）
SDM_PHARMA（処方）
SDM_INJECTION（注射）
SDM_REGIMEN（レジメン）
SDM_RAD_TRPY（放射線治療）
SDM_OPE（手術）
SDM_RIHABILI（リハビリ）
SDM_DIALYSIS（透析）
SDM_BLOOD_TRANS（輸血）
SDM_GUIDANCE（指導）
SDM_TREATMENT（処置）

臨床情報系テーブル（７）
SDM_DIAGNOSIS（診断）
SDM_SOAP（カルテ記載）
SDM_COMMUNICATION（ムンテラ）
SDM_SUMMARY（サマリー）
SDM_CP_PLAN（パス適応）
SDM_CP_VARIANCE（パスバリアンス）
SDM_CP_EVALUATION（パス評価）

看護系テーブル（７）
SDM_NS_DIARY（病棟日誌）
SDM_VITAL（生体情報）
SDM_NS_PROGRESS（経過記録）
SDM_NS_RECORD（経時記録）
SDM_NS_PROCESS（看護過程）
SDM_NS_PROFILE（看護プロフィル）
SDM_NS_CONFIRM（看護指示受け）

メタテーブル（６）
SDM_KEYS（電子キー）
SDM_INDEX（インデックス）
SDM_ORDER（オーダー）
SDM_REPORT（レポート）
SDM_CALENDAR（カレンダー）
SDM_MATERIAL（材料）

個人情報系テーブル（１１）
SDM_PERSONAL（個人情報）
SDM_PROFILE（プロフィール）
SDM_SOMATOMETRY（測定）
SDM_ALLERGY（アレルギー）
SDM_INFECTION（感染症）
SDM_HISTORY（病歴）
SDM_RESERVATION（予約）
SDM_REFERRAL（紹介）
SDM_ADDMISSION（入退院）
SDM_DOCUMENT（文書）
SDM_TRANSFER（転科転棟転院）



SDM_ORDER対象テーブル一覧

検査系テーブル（１２）
SDM_BLOOD（血液）
SDM_BIOCHEMICAL（生化学）
SDM_TUMOR_MARKER（腫瘍マーカー）
SDM_IMMUNITY_SERUM（免疫・血清）
SDM_HORMONE（内分泌・ホルモン）
SDM_URINE_EXCRETA（尿・便）
SDM_BACTERIA（細菌）
SDM_PATHOLOGY（病理）
SDM_PHYSICAL（生理）
SDM_RADIOLOGY（放射線）
SDM_RI（核医学）
SDM_ENDOSCOPE（内視鏡）

治療系テーブル（１０）
SDM_PHARMA（処方）
SDM_INJECTION（注射）
SDM_REGIMEN（レジメン）
SDM_RAD_TRPY（放射線治療）
SDM_OPE（手術）
SDM_RIHABILI（リハビリ）
SDM_DIALYSIS（透析）
SDM_BLOOD_TRANS（輸血）
SDM_GUIDANCE（指導）
SDM_TREATMENT（処置）

臨床情報系テーブル（７）
SDM_DIAGNOSIS（診断）
SDM_SOAP（カルテ記載）
SDM_COMMUNICATION（ムンテラ）
SDM_SUMMARY（サマリー）
SDM_CP_PLAN（パス適応）
SDM_CP_VARIANCE（パスバリアンス）
SDM_CP_EVALUATION（パス評価）

看護系テーブル（７）
SDM_NS_DIARY（病棟日誌）
SDM_VITAL（生体情報）
SDM_NS_PROGRESS（経過記録）
SDM_NS_RECORD（経時記録）
SDM_NS_PROCESS（看護過程）
SDM_NS_PROFILE（看護プロフィル）
SDM_NS_CONFIRM（看護指示受け）

メタテーブル（６）
SDM_KEYS（電子キー）
SDM_INDEX（インデックス）
SDM_ORDER（オーダー）
SDM_REPORT（レポート）
SDM_CALENDAR（カレンダー）
SDM_MATERIAL（材料）

個人情報系テーブル（１１）
SDM_PERSONAL（個人情報）
SDM_PROFILE（プロフィール）
SDM_SOMATOMETRY（測定）
SDM_ALLERGY（アレルギー）
SDM_INFECTION（感染症）
SDM_HISTORY（病歴）
SDM_RESERVATION（予約）
SDM_REFERRAL（紹介）
SDM_ADDMISSION（入退院）
SDM_DOCUMENT（文書）
SDM_TRANSFER（転科転棟転院）



SDM_REPORT対象テーブル一覧

検査系テーブル（１２）
SDM_BLOOD（血液）
SDM_BIOCHEMICAL（生化学）
SDM_TUMOR_MARKER（腫瘍マーカー）
SDM_IMMUNITY_SERUM（免疫・血清）
SDM_HORMONE（内分泌・ホルモン）
SDM_URINE_EXCRETA（尿・便）
SDM_BACTERIA（細菌）
SDM_PATHOLOGY（病理）
SDM_PHYSICAL（生理）
SDM_RADIOLOGY（放射線）
SDM_RI（核医学）
SDM_ENDOSCOPE（内視鏡）

治療系テーブル（１０）
SDM_PHARMA（処方）
SDM_INJECTION（注射）
SDM_REGIMEN（レジメン）
SDM_RAD_TRPY（放射線治療）
SDM_OPE（手術）
SDM_RIHABILI（リハビリ）
SDM_DIALYSIS（透析）
SDM_BLOOD_TRANS（輸血）
SDM_GUIDANCE（指導）
SDM_TREATMENT（処置）

臨床情報系テーブル（７）
SDM_DIAGNOSIS（診断）
SDM_SOAP（カルテ記載）
SDM_COMMUNICATION（ムンテラ）
SDM_SUMMARY（サマリー）
SDM_CP_PLAN（パス適応）
SDM_CP_VARIANCE（パスバリアンス）
SDM_CP_EVALUATION（パス評価）

看護系テーブル（７）
SDM_NS_DIARY（病棟日誌）
SDM_VITAL（生体情報）
SDM_NS_PROGRESS（経過記録）
SDM_NS_RECORD（経時記録）
SDM_NS_PROCESS（看護過程）
SDM_NS_PROFILE（看護プロフィル）
SDM_NS_CONFIRM（看護指示受け）

メタテーブル（６）
SDM_KEYS（電子キー）
SDM_INDEX（インデックス）
SDM_ORDER（オーダー）
SDM_REPORT（レポート）
SDM_CALENDAR（カレンダー）
SDM_MATERIAL（材料）

個人情報系テーブル（１１）
SDM_PERSONAL（個人情報）
SDM_PROFILE（プロフィール）
SDM_SOMATOMETRY（測定）
SDM_ALLERGY（アレルギー）
SDM_INFECTION（感染症）
SDM_HISTORY（病歴）
SDM_RESERVATION（予約）
SDM_REFERRAL（紹介）
SDM_ADDMISSION（入退院）
SDM_DOCUMENT（文書）
SDM_TRANSFER（転科転棟転院）



患者情報を主とするテーブル一覧

検査系テーブル（１２）
SDM_BLOOD（血液）
SDM_BIOCHEMICAL（生化学）
SDM_TUMOR_MARKER（腫瘍マーカー）
SDM_IMMUNITY_SERUM（免疫・血清）
SDM_HORMONE（内分泌・ホルモン）
SDM_URINE_EXCRETA（尿・便）
SDM_BACTERIA（細菌）
SDM_PATHOLOGY（病理）
SDM_PHYSICAL（生理）
SDM_RADIOLOGY（放射線）
SDM_RI（核医学）
SDM_ENDOSCOPE（内視鏡）

治療系テーブル（１０）
SDM_PHARMA（処方）
SDM_INJECTION（注射）
SDM_REGIMEN（レジメン）
SDM_RAD_TRPY（放射線治療）
SDM_OPE（手術）
SDM_RIHABILI（リハビリ）
SDM_DIALYSIS（透析）
SDM_BLOOD_TRANS（輸血）
SDM_GUIDANCE（指導）
SDM_TREATMENT（処置）

臨床情報系テーブル（７）
SDM_DIAGNOSIS（診断）
SDM_SOAP（カルテ記載）
SDM_COMMUNICATION（ムンテラ）
SDM_SUMMARY（サマリー）
SDM_CP_PLAN（パス適応）
SDM_CP_VARIANCE（パスバリアンス）
SDM_CP_EVALUATION（パス評価）

看護系テーブル（７）
SDM_NS_DIARY（病棟日誌）
SDM_VITAL（生体情報）
SDM_NS_PROGRESS（経過記録）
SDM_NS_RECORD（経時記録）
SDM_NS_PROCESS（看護過程）
SDM_NS_PROFILE（看護プロフィル）
SDM_NS_CONFIRM（看護指示受け）

メタテーブル（６）
SDM_KEYS（電子キー）
SDM_INDEX（インデックス）
SDM_ORDER（オーダー）
SDM_REPORT（レポート）
SDM_CALENDAR（カレンダー）
SDM_MATERIAL（材料）

個人情報系テーブル（１１）
SDM_PERSONAL（個人情報）
SDM_PROFILE（プロフィール）
SDM_SOMATOMETRY（測定）
SDM_ALLERGY（アレルギー）
SDM_INFECTION（感染症）
SDM_HISTORY（病歴）
SDM_RESERVATION（予約）
SDM_REFERRAL（紹介）
SDM_ADDMISSION（入退院）
SDM_DOCUMENT（文書）
SDM_TRANSFER（転科転棟転院）



SDM_KEYS（電子キー）対象テーブル

検査系テーブル（１２）
SDM_BLOOD（血液）
SDM_BIOCHEMICAL（生化学）
SDM_TUMOR_MARKER（腫瘍マーカー）
SDM_IMMUNITY_SERUM（免疫・血清）
SDM_HORMONE（内分泌・ホルモン）
SDM_URINE_EXCRETA（尿・便）
SDM_BACTERIA（細菌）
SDM_PATHOLOGY（病理）
SDM_PHYSICAL（生理）
SDM_RADIOLOGY（放射線）
SDM_RI（核医学）
SDM_ENDOSCOPE（内視鏡）

治療系テーブル（１０）
SDM_PHARMA（処方）
SDM_INJECTION（注射）
SDM_REGIMEN（レジメン）
SDM_RAD_TRPY（放射線治療）
SDM_OPE（手術）
SDM_RIHABILI（リハビリ）
SDM_DIALYSIS（透析）
SDM_BLOOD_TRANS（輸血）
SDM_GUIDANCE（指導）
SDM_TREATMENT（処置）

臨床情報系テーブル（７）
SDM_DIAGNOSIS（診断）
SDM_SOAP（カルテ記載）
SDM_COMMUNICATION（ムンテラ）
SDM_SUMMARY（サマリー）
SDM_CP_PLAN（パス適応）
SDM_CP_VARIANCE（パスバリアンス）
SDM_CP_EVALUATION（パス評価）

看護系テーブル（７）
SDM_NS_DIARY（病棟日誌）
SDM_VITAL（生体情報）
SDM_NS_PROGRESS（経過記録）
SDM_NS_RECORD（経時記録）
SDM_NS_PROCESS（看護過程）
SDM_NS_PROFILE（看護プロフィル）
SDM_NS_CONFIRM（看護指示受け）

メタテーブル（６）
SDM_KEYS（電子キー）
SDM_INDEX（インデックス）
SDM_ORDER（オーダー）
SDM_REPORT（レポート）
SDM_CALENDAR（カレンダー）
SDM_MATERIAL（材料）

個人情報系テーブル（１１）
SDM_PERSONAL（個人情報）
SDM_PROFILE（プロフィール）
SDM_SOMATOMETRY（測定）
SDM_ALLERGY（アレルギー）
SDM_INFECTION（感染症）
SDM_HISTORY（病歴）
SDM_RESERVATION（予約）
SDM_REFERRAL（紹介）
SDM_ADDMISSION（入退院）
SDM_DOCUMENT（文書）
SDM_TRANSFER（転科転棟転院）



SDM_MATERIAL（材料）対象テーブル一覧

検査系テーブル（１２）
SDM_BLOOD（血液）
SDM_BIOCHEMICAL（生化学）
SDM_TUMOR_MARKER（腫瘍マーカー）
SDM_IMMUNITY_SERUM（免疫・血清）
SDM_HORMONE（内分泌・ホルモン）
SDM_URINE_EXCRETA（尿・便）
SDM_BACTERIA（細菌）
SDM_PATHOLOGY（病理）
SDM_PHYSICAL（生理）
SDM_RADIOLOGY（放射線）
SDM_RI（核医学）
SDM_ENDOSCOPE（内視鏡）

治療系テーブル（１０）
SDM_PHARMA（処方）
SDM_INJECTION（注射）
SDM_REGIMEN（レジメン）
SDM_RAD_TRPY（放射線治療）
SDM_OPE（手術）
SDM_RIHABILI（リハビリ）
SDM_DIALYSIS（透析）
SDM_BLOOD_TRANS（輸血）
SDM_GUIDANCE（指導）
SDM_TREATMENT（処置）

臨床情報系テーブル（７）
SDM_DIAGNOSIS（診断）
SDM_SOAP（カルテ記載）
SDM_COMMUNICATION（ムンテラ）
SDM_SUMMARY（サマリー）
SDM_CP_PLAN（パス適応）
SDM_CP_VARIANCE（パスバリアンス）
SDM_CP_EVALUATION（パス評価）

看護系テーブル（７）
SDM_NS_DIARY（病棟日誌）
SDM_VITAL（生体情報）
SDM_NS_PROGRESS（経過記録）
SDM_NS_RECORD（経時記録）
SDM_NS_PROCESS（看護過程）
SDM_NS_PROFILE（看護プロフィル）
SDM_NS_CONFIRM（看護指示受け）

メタテーブル（６）
SDM_KEYS（電子キー）
SDM_INDEX（インデックス）
SDM_ORDER（オーダー）
SDM_REPORT（レポート）
SDM_CALENDAR（カレンダー）
SDM_MATERIAL（材料）

個人情報系テーブル（１１）
SDM_PERSONAL（個人情報）
SDM_PROFILE（プロフィール）
SDM_SOMATOMETRY（測定）
SDM_ALLERGY（アレルギー）
SDM_INFECTION（感染症）
SDM_HISTORY（病歴）
SDM_RESERVATION（予約）
SDM_REFERRAL（紹介）
SDM_ADDMISSION（入退院）
SDM_DOCUMENT（文書）
SDM_TRANSFER（転科転棟転院）



SDM－DWHのEDITION

SDM－DWH

大学病院

中核病院

一般病院

BI

デベロッパー

カルテ

プロバイダー

インテグレーター

BASE
EDITION

SDM

ADVANCED
EDITION



HL7（通信規約）とSDM（DWH)の違い

B社

カルテ

SDM
データウエア
ハウス

A社

カルテ

HL7
変換

HL7
変換

通信

SDM
データウエア
ハウス

SDM
クラウド
DWH

一部 一部

アプリケーションフリー
ビューア、集計、分析など

ファイル ファイル

専用ビューア 専用ビューア

HL7

通信
規約

SDM

保存
規約



違うカルテからSDMを介して同じ指標を出力

C社
カルテ

SDM
データウエア
ハウス

B社
カルテ

A社

カルテ

SDM
データウエア
ハウス

SDM
データウエア
ハウス

互換性

互換性

指標
（100%共有可）

カルテインターフェース
（ETL）

（80%以上再利用可）

A社用
マッピング

B社用
マッピング

C社用
マッピング



SDM構築の流れ

対象DBの定義

接続方法の定

義

システム環境設

定
レプリカDB作成

SDMーDB作

成

ETL開発 過去データ移行

日次運用開始

保守



ETL構築の流れ

対象テーブルレイ

アウト入手

テーブルマッピン

グ作成

項目マッピング

作成
マスターの解析

マッピングロジック

定義

クレンジングロジッ

ク定義
データフロー作成

制御フロー作成

スケジューリング

作成

医療情報技師

診療情報管理士



SDM仕様
X DWH接続ベンダーに対する要件

X.1
ユーザーが入力したデータ（テキスト、選択、デフォルト）は、すべてマスター変換された後、入力時刻、入力者情報とともに、CSV形式で出力すること
また、テーブル定義書、テーブル間関係（ER図）とともに提出すること。

X.2 SDM形式に変換して出力する場合には加点として評価する

Ｘ3 データベースのテーブルを直接参照させる場合には、テーブル定義書、ＥＲ図をすべて提出し、ＤＷＨベンダーのＱ＆Ａに対応すること

1 データウエアハウス（ＤＷＨ）に関する仕様

1.1
DWHに格納されている診療情報を資産として未来に継承しなくてはならない。従って、特定のベンダーに依存しないように、データ形式、格納場所とも、物理的に独立したものとして設計されていて、基幹
システムが停止中にも稼働できること。
なおＳＤＭを採用する場合は下記仕様を満たしている。

1.2 DWHに格納されているすべてのデータを市販ツールに取り込めるように、JDBC接続、CSV形式、XML形式の出力が可能であること

1.3 DWHの各項目名をそのまま利用するよう、項目の内容を表すような英語表記名が付与されていること(例：麻酔： ○ anesthesia × masui)

1.4 DWHの各項目は、クレンジングなどにより、定義も統一すること（単位、表記、姿勢、条件など）

1.5 DWHでは旧データを新マスターで誤変換されるという問題を避けるため、コードデータに関しては、そのつどマスター変換した結果も同時に格納されること。（例：C349 肺癌）

1.6
DWHでは抽出元データのフラグ情報に関しては、後処理を簡素化するために、２値の場合＋－表記で、多値の場合、変換結果がテキスト情報として記述されていること（例：○ 食物アレルギー ＋ , ×
食物アレルギー 1）

1.7 DWHのデータベース設計においてすべてのテーブルが一つのER図で関連付けられていること

1.8 DWHのデータベース設計においてトランザクションテーブルは2階層以内で表現できること

1.9 DWHのトランザクションに関しては、実施を中心にして、オーダー、レポートが実施と結びつく構造になっていること

1.10 DWHに格納されたデータは、すべて検索および集計が可能であること

1.11 DWHは、電子カルテなどの情報ソースから日次バッチにより、自動的に抽出、加工、登録するETL機能を有すること

1.12 DWHは、検索に使用する頻度が高い項目にはあらかじめインデックスが付与されていること

1.13 DWHは、非定形検索のパフォーマンスを上げるために、ユーザー自身でインデックスを付与できること

1.14 DWHは、テキスト部分の全文検索が高速にできること

1.15 DWHは特定の製品（HW、SW)に依存しない設計になっていて、代替製品が存在すること (例：DB2、ORACLE、SQLサーバーなどが可）

1.16 DWHの項目の入院時の行為に関して、入院何日目かが分かるようなデータ構造を有すること

1.17 DWHの診療行為のレコードには、オーサー（著作者）の、ID、名前、職種、定義（役割）の項目が存在すること

1.18 DWHの日時を表す項目に関しては、その定義をデータとして保存し、マニュアルがなくても意味が分かるようにすること（採取日など）

1.19 DWHは再編成の必用がないように、あらかじめ同一日のデータが物理的に並んで記録される機能を有すること

1.20 DWHのテーブルレイアウトはすべて公開し、項目の削除は行わないこと

1.21 DWHのテキストに関してはデータベース内で辞書圧縮機能を備えていることが望ましい

1.22 DWHはカルテの構造に影響を受けずに、カルテベンダーの更新があっても、過去データの移行をせずに使用できること

1.23 DWHを構成するソフトウエアは一般的なSQL対応のRDBを使用し、他のRDBへ移行できること

1.24 DWHは特定のアプリを使用しなくもデータそのものが可視化されていて災害時などにも診療情報を参照することができること

1.25 DWHはユーザーあるいは他ベンダーが保守、管理できるように一般的なSQL管理ツールで扱えること
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